
学習指導要領解説 （小学校 図画工作） (2013/12/6)

「指導計画の作成と内容の取扱い」について考える ③ 後半

低学年においては、生活科などとの関連を積極的に図り、

指導の効果を高めるようにすること。特に第1学年においては、

幼稚園教育における表現に関する内容などとの関連を考慮すること。

特に第1学年においては、幼稚園教育における表現に関する内容などとの関連を考慮する
こと、とは？

これは、低学年の児童の表現の特性や傾向を考慮し、幼稚園教育の表現に関する内容などとの関
連を図ることについて示された内容です。
前項で述べたような幼児期の発達の特性を生かし、幼稚園や保育所、認定こども園での表現に関

する内容などを参考にして低学年の題材を検討したりする工夫が必要です。例えば、育成を図る資
質や能力を明らかにした上で、題材を選択する時期を他教科等との関連的な題材と時期を合わせる
ことが考えられます。図画工作科の時間につくったものを生活科で紹介するなど、他教科等の時間
に使うことや、他教科等における自然や社会などの経験を造形的な発想に生かすことなども考えら
れます。

※ 参考 幼稚園教育要領 「表現」の内容

感じたことや考えたことを自分なりに表現することを通して、豊かな感性や表現する力を養い、創造性を

豊かにする。

1 ねらい

（1） いろいろなものの美しさなどに対する豊かな感性をもつ。

（2） 感じたことや考えたことを自分なりに表現して楽しむ。

（3） 生活の中でイメージを豊かにし、様々な表現を楽しむ。

2 内容

（1） 生活の中で様々な音、色、形、手触り、動きなどに気付いたり、感じたりするなどして楽しむ。

（2） 生活の中で美しいものや心を動かす出来事に触れ、イメージを豊かにする。

（3） 様々な出来事の中で、感動したことを伝え合う楽しさを味わう。

（4） 感じたこと、考えたことなどを音や動きなどで表現したり、自由にかいたり、つくったりなどする。

（5） いろいろな素材に親しみ、工夫して遊ぶ。

（6） 音楽に親しみ、歌を歌ったり、簡単なリズム楽器を使ったりなどする楽しさを味わう。

（7） かいたり、つくったりすることを楽しみ、遊びに使ったり、飾ったりなどする。

（8） 自分のイメージを動きや言葉などで表現したり、演じて遊んだりするなどの楽しさを味わう。

3 内容の取扱い

上記の取扱いに当たっては、次の事項に留意する必要がある。

（1）豊かな感性は、自然などの身近な環境と十分にかかわる中で美しいもの、優れたもの、心を動かす出来事

などに出会い、そこから得た感動を他の幼児や教師と共有し、様々に表現することなどを通して養われる

ようにすること。

（2）幼児の自己表現は素朴な形で行われることが多いので、教師はそのような表現を受容し、幼児自身の表現

しようとする意欲を受け止めて、幼児が生活の中で幼児らしい様々な表現を楽しむことができるようにす

ること。

（3）生活経験や発達に応じ、自ら様々な表現を楽しみ、表現する意欲を十分に発揮させることができるように、

遊具や用具などを整えたり、他の幼児の表現に触れられるよう配慮したりし、表現する過程を大切にして

自己表現を楽しめるように工夫すること。



※ 参考 保育指針 「表現」の内容

感じたことや考えたことを自分なりに表現することを通して、豊かな感性や表現する力を養い、創造性を

豊かにする。

(ｱ) ねらい

① いろいろなものの美しさなどに対する豊かな感性をもつ。

② 感じたことや考えたことを自分なりに表現して楽しむ。

③ 生活の中でイメージを豊かにし、様々な表現を楽しむ。

(ｲ) 内容

① 水、砂、土、紙、粘土など様々な素材に触れて楽しむ。

② 保育士等と一緒に歌ったり、手遊びをしたり、リズムに合わせて体を動かしたりして遊ぶ。

③ 生活の中で様々な音、色、形、手触り、動き、味、香りなどに気付いたり、感じたりして楽しむ。

④ 生活の中で様々な出来事に触れ、イメージを豊かにする。

⑤ 様々な出来事の中で、感動したことを伝え合う楽しさを味わう。

⑥ 感じたこと、考えたことなどを音や動きなどで表現したり、自由にかいたり、つくったりする。

⑦ いろいろな素材や用具に親しみ、工夫して遊ぶ。

⑧ 音楽に親しみ、歌を歌ったり、簡単なリズム楽器を使ったりなどする楽しさを味わう。

⑨ かいたり、つくったりすることを楽しみ、それを遊びに使ったり、飾ったりする。

⑩ 自分のイメージを動きや言葉などで表現したり、演じて遊んだりするなどの楽しさを味わう。

幼稚園教育との関連を生活科の立場でとらえ「スタートカリキュラム」を編成することが求めら

れています。

いわゆるスタートカリキュラムとは、児童が義務教育の始まりにスムーズに適応していけるよう

なカリキュラムを構成することです。例えば、小学校第1学年において、教科を横断した大単元から

各教科の単元へと分化していく教育課程を編成することが考えられます。具体的には、生活科にお

いて学校を探検する学習活動を行い、そこで発見した事柄について、伝えたいという児童の意欲を

生かして、国語科、音楽科、図画工作科においてそれぞれのねらいを踏まえた表現活動を行うなど、

合科的に扱うことが考えられます。

（※ 文部科学省ホームページより）

学習指導要領解説生活科には、次のように書かれています。

児童の発達の特性や各教科等の学習内容から、入学直後は合科的な指導などを展開することが適切である。

例えば、４月の最初の単元では、学校を探検する生活科の学習活動を中核として、国語科、音楽科、図画工作

科などの内容を合科的に扱い大きな単元を構成することが考えられる。こうした単元では、児童が自らの思い

や願いの実現に向けた活動を、ゆったりとした時間の中で進めていくことが可能となる。大単元から徐々に各

教科に分化していくスタートカリキュラムの編成なども効果的である。

このように総合的に学ぶ幼児教育の成果を小学校教育に生かすことが、小１プロブレムなどの問題を解決し、

学校生活への適応を進めることになるものと期待される。入学当初の生活科を中核とした合科的な指導は、児

童に「明日も学校に来たい」という意欲をかき立て、幼児教育から小学校教育への円滑な接続をもたらしてく

れる。



次回は、小学校学習指導要領「指導計画作成上の配慮事項」の１の
（６）『第１章総則の第１の２及び第３章道徳の第１に示す道徳教育の目標
に基づき、道徳の時間などとの関連を考慮しながら、第３章道徳の第２
に示す内容について、図画工作科の特質に応じて適切な指導をするこ
と。』について、考えてみます。

１２月１３日（金）頃アップの予定です。


